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序　　文

　国際協力事業団は1989（平成元年）年３月から５か年間にわたり、アルゼンティン共和国の基幹

産業の一つである牧畜業の発展に資するために、「アルゼンティン・ラ・プラタ大学獣医学部研究

計画」を、また1994（平成６年）年３月から２か年間にわたり、フォローアップ協力を実施しまし

た。

　今般、アルゼンティン政府は、ラ・プラタ大学獣医学部の臨床系講座の強化を目的としたアフ

ターケア協力を、我が国に要請してきました。

　国際協力事業団はこの要請を受け、2000年（平成12年）11月６日から11月１７日まで、東京大学

大学院農学生命科学研究科教授 小野憲一郎氏を団長とするアフターケア調査団をアルゼンティン

共和国に派遣しました。

　同調査団は、当初協力終了後４年半あまりが過ぎたラ・プラタ大学獣医学部の研究活動の現状

を調査するとともに、アフターケア協力の必要性について、ラ・プラタ大学関係者と協議を行い

ました。その結果、2001（平成13年）年４月１日から２年間にわたってアフターケア協力を行うこ

とで合意し、ミニッツの署名を取り交わしました。

　本報告書は、同調査団による調査結果及び協議結果を取りまとめたものであり、今後アフター

ケアの実施にあたって、関係方面に広く活用されることを願うものです。

　最後に、本調査の実施にご協力、ご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心から感謝の意を表

します。

　平成12年12月

国際協力事業団

理 事 　 後 藤 　 洋
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